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学術論文 『デザイン理論』44/2004

明治期後半から大正初期の

高島屋における竹内栖鳳の立場

廣 田 孝
京都女子大学
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本論の目的

高島屋における栖鳳の活動内容

文展の開始

結 論

1,本 論の目的

竹内栖鳳は近代京都画壇を代表する画家である。近代 日本画をテーマにする展覧会,美 術図

書では欠 くことのできない人物である。 しかし高島屋で染織作品の製作に関係 していたことは

あまり取 りあげられなかった。

栖鳳が高島屋で染織作品の制作に関係 していた時期は,ち ょうど文展が開始される時期と重

なっている。このため栖鳳の高島屋での仕事は,画 家のアルバイ トとしてほとんど無視 されて

きた。

本論では当時の栖鳳の役割を考察 し,栖 鳳が高島屋で果た した役割を明確にしたい。栖鳳は

高島屋では最初 「画工」 と呼ばれ,下 絵製作に従事する職人扱いであったが,や がて単なる画

家の片手間のアルバイ トに止まらず,染 織作品に関するプロデューサーの役割を果たしていた

ことを論証する。

高島屋は天保2年(1831),現 在の京都市下京区鳥丸松原で創業 した。なお高島屋は社名を

「高島屋飯田新七店」「高島屋飯田合名会社」「株式会社高島屋呉服店」「株式会社高島屋」など

と変えているが,本 論では 「高島屋」で統一 して記述する。また栖鳳を 「プロデューサー」と

見做すことになるが,こ の用語 は現代のものであり,当 時このような職種や名称はない。当時

の栖鳳の果たした役割を表現するために流用している点をまずお断 りしておきたい。
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2,高 島屋 における栖鳳の活動内容

明治期の高島屋は染織作品を製作販売するため,す べてを自社内でまかなう体制を作った。

まず明治18年(1885)に 「画工室」を設けて日本画家 に下絵を製作させ,つ ぎに刺繍や染あ

の職人を雇い入れて作品,u作 し,博 覧会に出品あるいは販売 していた。幸野楳嶺,岸 竹堂 らに

混 じって竹内栖鳳も画工 として友禅下絵を製作 していた。栖鳳は高島屋意匠部に勤務 していた

ようだ「註D。

当時の高島屋支配人,井 口瀧二郎の回想記事が存在する。

「竹堂が(友 禅の)絵 を描いたのを覚えている。その時分は画工さん画工さんと称 して画

家とはいはなんだ。若い時は栖鳳さんの所へ下絵の御催促に行つた。栖鳳さんには能 く帛

紗を書いてもらつた。当時栖鳳さんの日当は七拾銭で一番上等であつた。」註3

この記述は昭和2年 に出版された 『近代友禅史』中の回想記事である。

先に述べた 「画工室」 という名称 も同じであるが,高 島屋で下絵を制作 していた日本画家は

画工として扱かわれていたことがわかる。

文面の前半部分は竹堂など明治20年 代のことを述べているようだ。岸竹堂は明治30年7月

没 しているので,後 半部分は明治30年 以降の栖鳳の立場を指 している,と 考え られる。後半

部分では栖鳳の日当が一番高いと述べ,栖 鳳が下絵を描 く第一人者であり,高 島屋にとって重

要であったことを示している。そして 「画工」から 「画家」 という呼称の変化によって画家の

社会的地位が向上 したことが認められよう。

次に栖鳳の作品を検討 したい。

高島屋史料館に現存する栖

鳳の友禅下絵は制作年代が不

詳である。 ここでは栖鳳の

「掛け軸 『光琳風草花図』」

(図1)を 検討する。 この作

品は10点 組であるが,こ れ

らの下絵は季節の草花があっ

さりと描かれている。遠近感

もない浅い空間に草花が広がっ

ている。タイ トルは 「光琳風

草花の図」 と命名されている

図1竹 内栖鳳 「掛け軸 『光琳風草花図』」高島屋史料館

が,こ とさら 「光琳風」に描いているとも思えない。む しろ,季 節 ごとの草花を手本通 りに描

いているように見受けられる。このように栖鳳の友禅下絵の構図,描 写内容には栖鳳 らしい特
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徴を持 っていない。即ち,栖 鳳が画家としての個性を出さず,注 文通 りの下絵を制作 し納品し

た,と 考えるのが合理的ではないか。栖鳳が 「画工」 として扱われ,高 島屋から重要視されて

いなかった時期の制作と想定すべきであろう。

次に昭和16年 の栖鳳の回想記事を引用する。 この記事 は高島屋創立百周年を記念 して 『高

島屋百年史』が編纂された際 栖鳳が当時の様子を回想 して次のように述べている。引用する。

「私が二十過ぎた時分,二 十三,四(明 治20～21年)の 画学書生時代でありました。高

島屋は呉服商を営まれてゐるが,美 術工芸には立派な業績を挙げられ,そ の時代か ら貿易

部を設け,西 洋人が室内装飾として歓ぶ刺繍工芸に力を入れ,(中 略)最 高の貿易品とし

て刺繍が選ばれ,之 れに技巧の極致を致 し,日 本独特の技術を誇るべく骨を折つた。その

証拠に,あ る時,私 が東上 しての帰 り,東 海道の岩淵の駅前の旅宿の二階か ら見たる富士

を成るべ く大 きい絹地に実写 し,そ れが凡そ一箇月ほどか 丶つた。その実写 した富士山を

飯田新七さんに見せると,こ れは大層結構だと賞められ,い よいよ細緻な刺繍に着手せ し

められたが,私 も監督に見に行つた りしたが,と うとう出来上 るまで三年か ＼つた。」(註3)

この記事によって,栖 鳳が23～24歳 の頃に描いた富士山の写生作品を元に刺繍画に仕上げ

た経緯や栖鳳がその刺繍画の監督を行った事実を知ることが出来る。

さらに,栖 鳳が自分の発言をまとめた 『栖鳳閑話』の中に次の一節がある。

「この刺繍画流行のために,わ たし(栖 鳳)は 刺繍師の相談役乃至監督を頼まれた。」(註a)栖

鳳にこの仕事を頼んだのはもちろん高島屋であろう。

明治33年(1900)8月(～34年2月)パ リ万国博覧会が開催され,高 島屋 もパ リ万博に出

品 した。パ リ万博の正式な出品記録では具体的な内容がわか らない。そこで 『高島屋百年

史』(鋤から引用する。同書には栖鳳 らの名前が記載されている。次の通 りである。

底銀地雪松図 刺繍大壁掛

雪中芦鷺図 同上大壁掛

猛 虎 図 同上 額

金地叢菊歩鶴図 同上 額

日光陽明門図 同上 額

名誉金牌 飯田新七

金 牌 協賛人 飯田藤二郎

同 上 同 上 竹内栖鳳

外 九名

また栖鳳は農商務省,京 都市から命 じられパ リ万博視察のため渡欧 した。詳細な説明は省 く

が,栖 鳳は明治33年11月3日,高 島屋のロンドン出張所で大槻龍治(京 都市助役),錦 光山宗

兵衛(市 参事会会員 ・製陶実業家)と 集合 している。大槻,錦 光山は栖鳳よりも半年前に高島

屋関係者 と一緒に日本を出発 していた。
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彼らはそこで 日本へ向けて葉書に寄せ書きを している。

注目すべき点は栖鳳がこの時に京都の留守宅 にしたためた葉書の文面である。引用する。

「拝啓此英国龍動博物館 も四五箇可大抵縦覧候何 日まで居ても限 りなければ一両日のうち

に引き上げ再巴里へ帰凡三十 日程篭城 して博覧会以外の事に取 りかか り申候」(°ts>

と言己している。

栖鳳はロンドン視察を切 り上げてパ リに戻り,博 覧会以外のことをしようとしている,と 読

み取れる。そして栖鳳は実際にパ リに戻っているが,そ の後の行動内容が確認できない。栖鳳

はこの期間にパ リで何をしていたのだろうか。

栖鳳は公務出張でパ リに滞在 してお り,出 張目的がパ リ万国博覧会の視察であったにもかか

わらず 「博覧会以外の事に取 り掛かる」 とはいったい何をしようとしていたのだろうか。栖鳳

と高島屋 との関係を考えれば,栖 鳳が高島屋のために行動 していた,と 考えられないだろうか。

栖鳳は高島屋で海外万国博覧会に出品されるビmド 友禅などの染織作品の製作に関係 して

いた。 さらに公務出張であるか ら私的目的をあからさまに出すわけにはいかないので婉曲に書

いたとすれば,う まく説明できる。栖鳳は高島屋の染織商品の制作,販 売のたあに,パ リを中

心に西洋人の趣味を研究するという海外の市場調査を行 っていたと考察 した(註τ)。

栖鳳は明治34年4月 に帰国 した。その2カ 月後,京 都で開催 された第7回 新古美術品展で

絵画部,刺 繍部の審査員を務め,(絵 画部へ)「獅子」を出品した(註8)。

栖鳳はヨーロッパの動物園でスケ ッチ してきたライオンを描いた。活き活きとしたライオ ン

を写実的表現で描いた点が驚異的であった。金屏風に水墨で描かれた獅子は世に 「金獅子」と

称 され,一 世を風靡 した。この作品によって洋行帰 りの栖鳳は一躍有名になった。

また栖鳳がこの展覧会の刺繍部門審査員をしている点にも注 目したい。栖鳳が刺繍部門の審

査員を引き受けた事実は,栖 鳳が高島屋で刺繍画に関係 していたことが京都では周知の事実で

あったことを示 しているのではないだろうか。

明治36年(1903),第5回 内国勧業博覧会が開催され,高 島屋は下記の作品で受賞 した。先

と同様の理由で 『高島屋百年史』から次の記録を引用す る。

1等 賞 天鵞絨友禅 「世界三景」壁掛

(倫敦Maple&Co.Lt'dへ 売却す)

日本富士山 竹内栖鳳画伯下絵

米国 「ナイヤガラ」瀑布 都路華香画伯下絵

瑞西の絶景 山元春挙画伯下絵

1等 賞 刺繍[ラ イオン]大 壁掛 竹内栖鳳画伯下絵
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ビロー ド友禅 「世界三景」壁掛の

写真が同博覧会図録に掲載されてお

り,栖 鳳が富士山を描き,都 路華香

がナイヤガラ瀑布を,ま た山元春挙

がスイス ・アルプスを描いている。

華香,春 挙の経歴を調査 したが,華

香には渡米 した様子はな く,春 挙 も

ヨーロッパに行った経験はない。っ

まり実景を知 らずに描いている,と

思われる。栖鳳の富士山は先述 した

ように高島屋に既に評価 されていたことと思われる。

この作品は海外に売却 されたことも 『高島屋百年史』に明記されている。この点 も栖鳳が先

年パ リ滞在中に高島屋のたあに染織作品の海外販売の調査を行った結果,と 理解することもで

きるのではないだろうか。

刺繍[ラ イオン]大 壁掛(図2)を 取 り上げたい。

この作品の所在は確認できていない。『高島屋百年史』掲載写真で見る限 り,ラ イオ ンの表

現 は現在でも違和感がない。当時としては従来の運筆に代って写生によって作品を制作 した栖

鳳の新 しい絵画表現であった。

「刺繍[ラ イオン]大 壁掛」のサイズが不詳なので製作に要 した時間はわか らない。大作

「富士山図」 もサイズが不詳であったが,製 作に3年 を要 したという記述があったので,こ の

作品の場合 も下絵を作ったのは2～3年 前 と想定してみたい。そうすると,ま さしく帰朝直後

にライオ ンを描いて有名になった時期に相当する。時期的にも先述 した 「金獅子」の有名さか

ら栖鳳の十八番(お はこ)と して刺繍作品の題材に選ばれたと理解出来よう。ついでなが ら,

高島屋が明治37年 の聖路易(セ ントルイス)万 国博覧会にも 「ライオン」刺繍画を出品して

いるが,記 録がな く不詳である。

次に取 り上げるのは栖鳳の 「鵜飼」スケッチに関連する刺繍衝立 と屏風である。これらは双

方とも最近公開された。これらの作品を見てゆきたい。

「鵜飼図刺繍衝立」(図3)は 作品に付けられた金属製のネーム ・プレー トか ら高島屋が大

正5年 以前に輸出 したものであることが判明する。同じ鵜飼の図柄で 「鵜飼図」屏風一双(図

4)が 作 られており,こ ちらは栖鳳の落款印章の特徴か ら制作時期は明治40年 頃と推定され

る。

栖鳳は明治33年6月 に岐阜を訪れ,長 良川の鵜飼を見学 してスケ ッチした。そしてこのス
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ケッチ(図5-1,図5-2)を 元に刺繍衝立 と屏風が製作された。このことは三者の表現内

容,即 ち鵜飼舟の表現,鵜 の生態などに共通する表現か ら確認される。

このような絵画作品と刺繍(工 芸)作 品が同じ内容で製作された実例は見出されていない。

現状では貴重な作例であろう。

スケッチ帖,衝 立,屏 風の3者 の関係は,ス ケッチ帖か ら発想 して屏風を描き,さ らに衝立

に至る一線的な展開を考えるのか,或 はスケッチから同時に屏風,衝 立へ展開する複線的な展

開を考えるべきなのか,現 在の所,決 め手がない。 しかし屏風 衝立を比較検討すれば,両 者

の完成度に優劣はない。栖鳳は工芸品だから手を抜き,本 画だからしっか りと製作 しているの

ではなく,両 者とも同じウエイ トで制作 している,と 判断せざるを得ない。この点を強調 して

おきたい。

明治43年(1910),日 英博覧会が開催 され,高 島屋は友禅天鷲絨壁掛 「世界三景 雪月花」

三幅対を出品 した。内容は山元春挙下絵 「ロッキー山の雪」,竹 内栖鳳下絵 「ベニスの月」,都

路華香下絵 「吉野の桜」の3部 作である。世界の三大風景を描 く画家は第5回 勧業博覧会で一

等賞を獲得 した場合と同じ顔ぶれである。

春挙は明治37年 に農商務省,京 都府からセントルイス万国博視察を命ぜ られ渡米 してお り,

その際にロッキー山を見ているようだ。 ロッキー山と

思われるスケッチも残されている。栖鳳はパ リ万博視

察で渡欧 した時にヴェニスを訪れており,ヴ ェニスを

描 くことについて,日 出新聞に感想 も述べている。

都路華香 は韓国以外に海外出張 した経験はな く,今

回の描 く場所は日本の吉野になったようである。

山元春挙,都 路華香はひとまず置いて,栖 鳳の 「べ

図3「 鵜飼図刺繍衝立」AshmoleanMuseumOxford

オ ックスフォー ド大学付属 ア ッシュモ レアン博物館

図5一 τ 竹内栖鳳 「栖鳳スケ ッチ帖No.49」

京都市美術 館

、"帆　袤藷嬲

図5-2竹 内栖鳳 「栖鳳 スケ ッチ帖Na.49」

京都市美術館
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ニスの月」につ

いて考察を続け

たい。 ビロー ド

友禅は染織職人

が下絵を元に絵

を描 くのと同様

に筆で染料を塗っ

てゆく。そのた

めに下絵は完全

な状態に仕上げ

られていないと作者のイメージ通 りの染織作品には仕上げられない。

筆者はビロー ド友禅の 「ベニスの月」 と下絵を同時に観察する機会を得たが,寸 分の違いも

なく仕立てられていた。現存する 「ベニスの月」下絵は下絵と呼ばれながら緻密に描かれ,完

成度の高い理 由はこのためであろう。

3,文 展の開始

以上述べてきた高島屋での栖鳳の動きとはまったく別個に美術界では明治末期に大きな動き

が起こった。明治40年(1907)の 文展の開催である。 よく知 られているように,文 展はフラ

ンスのサロンの形式を真似て作 られた日本で最初の政府主催の展覧会である。この展覧会での

成績が画家の評価を決めることになったのも,フ ランスでの画家の評価とまった く同様である。

栖鳳はこの文展の第1回 展から審査員であったので栖鳳の画家としての地位は権威づけられ

たといえよう。そして栖鳳が文展を舞台に活躍 し,日 本画家として大成したことは述べる必要

もないであろう。

このように栖鳳が画家として不動の地位と名声を得る時期に,一 方では高島屋での染織作品

に関連する活動を行 っていたのである。

ここで強調 したいのは,栖 鳳の高島屋での活動が文展の開催など美術界の動きと同時期に重

なったこと,ま た美術史の立場では栖鳳が京都画壇近代化の リーダーであったためか,現 在ま

で高島屋での仕事は本業を支えるアルバイ ト的な役割とみな して無視す るか,あ るいは極力触

れないできたことである。

栖鳳は大正2年,第7回 文展に 「絵になる最初」を出品 した。女性のモデルが最後の着物を

脱 ぐ直前 に見せた羞恥心を描 く,と いう内容で世間の注目を集めた。 この作品が制作された遠

因は,栖 鳳が明治43年 頃に東本願寺大師堂門天井画を依頼 されたことに始まる。栖鳳は現実
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的な天女が乱舞する様子を描こうとヌー ドモデルを

使って裸体画の研究を始めた。 この天井画の計画に

関連 して,出 来たのが 「絵になる最初」であった。

高島屋はこの画中人物が着ている着物の柄を取出

して 「栖鳳絣」 と命名 し商品化 した(図6)。 この

時点になると 「栖鳳絣」という通 り,栖 鳳の名前に

あやかった商品名が付けられている。栖鳳の画家と

しての名声が世間に知れわたっていたからこの商品

名になったに違いない。つまり栖鳳はこの時点で画

家として待遇されていたことの証であろう。

4,結 論

以上 明治後半か ら大正初期までの高島屋の染織

作品製作における栖鳳の働きを考察 した。栖鳳は下

絵を描 く画工 としての立場か ら刺繍画の監督,或 は

図6「 栖鳳絣」『高島屋百年史』から転載

相談役などの複合 した役割を果 した。また厳密な記録はないが,ビ ロー ド友禅製作で も同様の

働きをしたことも推察される。

特に明治30年 代か ら40年代にかけて,高 島屋は海外万国博への大型染織作品を出品し,多

大の業績を挙げた。これ らの業績は栖鳳の働きな しでは上げられなかったのではないか。この

点について,当 時の高島屋社員の中西嘉助は次のように記している。引用する。

「パ リを始め,シ カゴ,セ ント・ルイス,ロ ンドンと引続いて萬國博が開かれたのである

が,そ の都度高島屋の出品物の目星 しいものは,殆 んど先生の御厄介 になつたのであつた。

その時の出品物は屏風を始め,素 晴 らしく大きな刺繍や天鵞絨友禪の壁掛等であつたが,

それらは何れも先生の御努力のお蔭で最高賞を獲得 し,喝 釆を博することが出來たのであ

つた。」tdFgi

この中西嘉助は高島屋美術部で日本画の販売に携わった人物である。パ リ万博を始め,多 く

の海外博覧会で受賞 した高島屋の染織作品のほとんどが栖鳳の下絵に基づき,栖 鳳のア ドバイ

スを伴 っていたことが述べ られている。

この時期の栖鳳は欧州出張時に見られるような西洋での趣味趣向の調査に基づいた販売を想

定 した商品企画,さ らに染織作品の下絵を描き,製 作指導を行っていたと考えられる。

それまでの時期の栖鳳 と,こ の時期の栖鳳の立場は明 らかに相違 している。そこでこの時期

の立場を現代風に 「プロデューサー」と見做 したい。

86



しか し,同 時期の美術界では文展が開催 され,栖 鳳は審査員であったことから画家 としての

栖鳳へ注目が集まり,栖 鳳と高島屋との関係は無視された形になって しまった。 しかし実態は

以上述べてきた様に栖鳳は画家であると共 に高島屋における染織関係の 「プロデューサー」で

あった,と 考えられる。従来この部分が無視 されるか,あ るいはほとんど触れずになおざりに

されてきたところである。このように埋没 していた栖鳳の工芸(染 織作品)の 分野での活躍は

以上述べてきたことにより明 らかであろう。

栖鳳の名前が画家 として世間に知れ渡 った頃に,高 島屋は栖鳳の作品に描かれた人物が着用

している着物柄 と同じものを実際に製造販売する,と いうやり方を取った。 この時期には栖鳳

は高島屋の関係者 というよりも,日 本画家 としての知名度を優先 したと考えられよう。

明治期後半から大正初期にかけて高島屋 における栖鳳の立場をそれぞれの時期,栖 鳳の立場

作品例,説 明をまとめると次の表のようになる。

時期設定 栖鳳の立場 作 品 例 説 明

明治20年 代

初期

画工(友 禅染めの下絵

描き)

「掛け軸 『光琳風草花

図」」

栖鳳らしさのない下絵

明治20年 代

後半～30年

頃

現場監督(刺 繍職人を

直接指導する立場)

「富士山図」(類例) 刺繍画の下絵を制作 し,

刺繍師を監督 した

明治33年

前後

プロデ ューサー(高 島

屋での染織作品製作 に

つ いて,調 査 ・企画 ・

下絵作成 ・監督指導等

す る)

「ベニスの月」

「鵜飼図」刺繍衝立と

屏風

=絵 画 と同表現のビロー

ド友禅壁掛
=工 芸作品と絵画の同等

な制作実例

大正3年 高島屋は栖鳳を日本画

家として待遇

「絵になる最初」
→ 「栖鳳絣」に利用

日本画家 ・栖鳳の知名度

を利用 した販売戦略

高島屋は明治42年 から日本画作品を販売することを開始 した。栖鳳をは じめ,京 都画壇の

画家の作品を正札で販売するというアイデアを実行 している。

表に出てくる大正3年 の 「栖鳳絣」以降,栖 鳳 と高島屋の間で染織作品にまつわる記録は残

されていない。かわって日本画の作品販売 という新たな関係が生まれたのであろう。
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